
も く じ

私
が
幹
事
を
務
め
る
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会

で
、
2
0
2
5
年
２
月
か
ら
「
農
村
政
策
は
ど
う
あ

る
べ
き
か
」を
テ
ー
マ
に
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
。

先
日
は
、
２０２


３
年
ま
で
20
年
間
、
北
海
道
東
川

町
長
を
務
め
ら
れ
た
松
岡
市
郎
氏
を
講
師
に
招
い
た
。

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
う
が
、
同
町
は
、
１
９

８
５
年
に
「
写
真
の
町
宣
言
」、２０

１
４
年
に
「
写

真
文
化
首
都
宣
言
」
を
掲
げ
、
文
化
を
軸
に
し
た
地

域
の
魅
力
創
出
と
、
こ
ど
も
（
子
育
て
）・
教
育
・

健
康
（
福
祉
）
の
「
３
つ
の
Ｋ
」
に
重
点
を
置
い
た

施
策
を
進
め
て
き
た
町
だ
。

注
目
し
た
い
の
は
、「
写
真
文
化
首
都
宣
言
」
の

中
で
、
同
町
が
「
適
疎
」
の
ま
ち
づ
く
り
も
宣
言
し

て
い
た
こ
と
だ
。

「
適
疎
」
と
い
う
言
葉
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
に
造
詣
の
深
い
山
崎
亮
・
関
西
学
院
教
授
が
以

前
か
ら
提
唱
し
て
い
た
言
葉
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
で「
密
」

の
リ
ス
ク
が
叫
ば
れ
た
こ
と
で
注
目
さ
れ
た
が
、
松

岡
氏
に
よ
る
と
、
す
で
に
１
９
６
９
年
刊
行
の
『
過

疎
社
会
』（
米
山
俊
直
著
）
に
、
こ
の
言
葉
の
初
出

が
あ
る
ら
し
い
。

「
過
疎
」
で
も
「
過
密
」
で
も
な
く
、適
当
に
「
疎
」

が
存
在
す
る
農
村
だ
か
ら
こ
そ
、人
間
の
顔
が
見
え
、

挨
拶
が
あ
り
、
会
話
が
あ
り
、
人
々
が
共
生
で
き
る

居
場
所
が
あ
る
。
農
村
政
策
研
究
の
第
一
人
者
で
あ

る
小
田
切
徳
美
氏
の
提
唱
す
る「
に
ぎ
や
か
な
過
疎
」

と
も
通
じ
る
言
葉
だ
が
、
同
町
は
す
で
に
２
０
１
４

年
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
そ
の
視
点
を
盛
り
込
ん
で

い
た
の
だ
か
ら
恐
れ
入
る
。

同
町
も
、
高
度
成
長
期
は
ご
多
分
に
漏
れ
ず
人
口

流
出
が
進
ん
だ
が
、
95
年
に
下
げ
止
ま
り
、
以
降
は

漸
増
に
転
じ
、
現
在
も
人
口
約
８
千
人
と
「
適
疎
」

を
維
持
し
て
い
る
。
Ｉ
タ
ー
ン
者
が
増
加
し
て
い
る

と
は
い
え
、
当
然
、
自
然
減
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
人
口
が
漸
増
し
て
い
る
背
景
に
は
、
同
町
が

「
ハ
ブ
人
口
」
と
名
付
け
て
早
く
か
ら
取
り
組
ん
だ

「
関
係
人
口
」
の
拡
大
も
あ
り
そ
う
だ
。

た
と
え
ば
、
約
80
人
と
い
う
驚
異
の
人
数
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
員
を
は
じ
め
、地
域
活
性
化
企
業
人
、

国
際
交
流
員
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
省
庁
の
支
援
制
度
を

活
用
し
て
人
材
を
受
け
入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
東
川

国
際
文
化
福
祉
専
門
学
校
日
本
語
学
校
を
開
設
し
て

海
外
留
学
生
を
呼
び
込
み
福
祉
人
材
を
育
成
。
町
に

は
年
間
約
３
５０

人
の
海
外
留
学
生
が
滞
在
し
て
お

り
、こ
れ
ら
の
外
部
人
材
も
人
口
増
を
支
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、
08
年
の
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
創
設
時

か
ら
、
同
制
度
を
「
ひ
が
し
か
わ
株
主
制
度
」
と
し

て
関
係
人
口
の
受
け
皿
に
活
用
。
ふ
る
さ
と
納
税
者

を
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
す
る
「
株
主
」
と
位
置
づ
け
、

年
一
回
の
「
株
主
総
会
」
開
催
で
町
に
足
を
運
ん
で

も
ら
う
き
っ
か
け
を
作
り
、
町
を
訪
れ
た
際
の
宿
泊

や
飲
食
店
等
で
の
優
待
制
度
も
用
意
し
て
い
る
。

ほ
か
に
も
企
業
等
と
連
携
に
取
り
組
む
「
オ
フ
ィ

シ
ャ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
」
等
、
あ
の
手
こ
の
手
で

町
外
と
の
つ
な
が
り
や
共
創
の
場
を
作
り
出
し
て
い

る
同
町
の
話
を
聞
き
な
が
ら
、「
条
件
不
利
補
正
だ

け
に
い
く
ら
お
金
を
か
け
て
も
過
疎
は
止
ま
ら
な

い
」と
い
う
元
自
治
体
職
員
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。

条
件
不
利
補
正
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
は
も
ち

ろ
ん
大
事
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
利
便
性
の

高
い
場
所
に
人
が
流
出
す
る
の
を
止
め
ら
れ
な
い
。

多
く
の
農
村
が
実
感
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
う
。

も
っ
と
大
事
な
の
は「
こ
こ
で
暮
ら
し
た
い
」と
思

わ
せ
る
、
都
市
に
は
な
い
地
域
の
魅
力
を
掘
り
起
こ

し
、磨
き
、発
信
す
る
こ
と
。そ
れ
が
「
関
係
人
口
」
を

呼
び
込
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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黄金に染まる東川の水鏡（北海道東
ひがし

川
がわ

町
ちょう

）

写真キャプション

北海道随一の米どころ、東川町。
大雪山の清らかな雪解け水と肥沃
な土壌が、良質な米や高原野菜を
育む。北海道で唯一、上水道がない
町として知られ、自然の恵みを守る
農業が根付いている。水を汚さぬ
よう農薬使用を抑えた米づくりは、
自然と調和した暮らしの知恵でもあ
る。静かに満ちる清らかな水ととも
に、美しい暮らしが息づいている。

「
関
係
人
口
」
活
か
し
た
「
適
疎
」
の

ま
ち
づ
く
り

農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
明
治
大
学
客
員
教
授

榊さ
か
き

田だ

 

み
ど
り

政

策

フ
ォ
ー
ラ
ム

情�

報

随�

想

給
付
の
申
請
か
ら
振
込
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
一
気
通
貫
で
デ
ジ
タ
ル
完
結

　

―
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介
―

デ
ジ
タ
ル
庁
デ
ジ
タ
ル
社
会
共
通
機
能
グ
ル
ー
プ
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
担
当　

木
幡
健
太
�
��

⑵

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
、
そ
し
て
「
未
来
へ
と
つ
づ
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
＝
北
海
道
小
清
水
町
�
�
⑹

町
村
か
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版
�
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⑾

未
来
を
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

　

―
町
制
20
周
年
の
節
目
に
寄
せ
て
―
�
�������






兵
庫
県
多
可
町
長　

吉
田　

一
四
…
⑿

p01 3316_町村週報表紙.indd   1p01 3316_町村週報表紙.indd   1 2025/04/14   15:21:512025/04/14   15:21:51



コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
特
別
定
額
給
付
金
等

の
各
種
給
付
金
の
事
務
処
理
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
給
付
に
時
間

を
要
す
る
・
人
手
が
か
か
る
な
ど
、
デ
ジ
タ

ル
改
革
の
必
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
必
要
は
あ
り
ま

し
た
が
、
国
民
向
け
フ
ロ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
や

事
務
処
理
を
１
７
４
１
の
基
礎
自
治
体
が

各
々
で
シ
ス
テ
ム
開
発
す
る
の
は
合
理
的
で

は
な
い
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
庁
で
実
証
検
証
を

踏
ま
え
自
治
体
で
共
同
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
給
付
の
申
請

か
ら
振
込
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
を
デ
ジ
タ
ル
で

完
結
さ
せ
、
迅
速
で
効
率
的
な
給
付
を
実
現

す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
（
参
照
図
表
【
給
付
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
ご
紹
介
】）。

利
用
イ
メ
ー
ジ
は

①�

自
治
体
職
員
は
給
付
金
事
業
の
対
象
者
を

自
治
体
シ
ス
テ
ム
か
ら
抽
出
し
、
給
付
支

援
サ
ー
ビ
ス
へ
取
り
込
み
ま
す
。
該
当
の

給
付
情
報
を
も
と
に
、
対
象
者
に
お
送
り

す
る
住
民
案
内
用
の
二
次
元
コ
ー
ド
が
発

は
じ
め
に

は
じ
め
に

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
は

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
と
は

給付支援サービスのご紹介
給付の申請から振込までのプロセスをデジタル完結させ、迅速・効率的な給付を実現するサービスです。
（自治体）対象者情報の抽出・登録をすれば、ステータス管理、審査（口座は公金受取口座を利用するため原則、審査不要）が可能となり、振込依頼も可能
（住民）自治体からの案内（ 2次元コード等）からスマホとマイナンバーカードを使って本人確認、公金受取口座情報取得を実施し、申請が可能

給付支援サービスについて

自治体住民

対象者登録ログイン マッチング

申請内容
確認・申請 申請状況確認ステータス

管理

給付支援サービス

振込依頼
金融機関
連携

金融機関

利用方法② ログイン

• 自治体の案内(二次元コード等を
記載)からマイナポータルへアクセス

• マイナンバーカードで本人確認

住民 給付支援サービス 地方自治体

利用方法③ 申請内容確認・申請

• マイナンバーカードを活用して、本
人情報及び登録済の公金受取口座情
報を取得

• 内容を確認して、申請
利用方法⑤ 振込依頼

• 審査完了の対象者の振込依頼

• マイナポータルを介した国民への通
知（却下、振込予定）

利用方法④ 申請情報確認

• 対象者に対して申請してきた住民な
どの状況の確認

• 本人情報及び公金受取口座について
は基本的には審査不要

利用方法① 対象者登録

• 自治体システムより対象者情報の抽
出の上、給付支援サービスへ取込

▲給付支援サービスのご紹介

給付の申請から振込までのプロセスを給付の申請から振込までのプロセスを
一気通貫でデジタル完結一気通貫でデジタル完結

―給付支援サービスのご紹介――給付支援サービスのご紹介―
デジタル庁デジタル社会共通機能グループデジタル庁デジタル社会共通機能グループ
給付支援サービス担当　木幡健太給付支援サービス担当　木幡健太
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行
さ
れ
ま
す
。

②�

こ
の
二
次
元
コ
ー
ド
が
自
治
体
か
ら
住
民

へ
案
内
さ
れ
る
と
、
住
民
は
こ
れ
を
使
っ

て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人
確
認
を
行
い

ま
す
。

③�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
上
で
は
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
本
人
情
報
及
び

登
録
済
の
公
金
受
取
口
座
情
報
を
取
得
す

る
の
で
、
住
民
は
そ
の
内
容
を
確
認
し
て

申
請
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
申
請
が
完
了

し
ま
す
。

④�

住
民
か
ら
申
請
が
な
さ
れ
る
と
、
自
治
体

の
担
当
者
は
シ
ス
テ
ム
上
で
申
請
状
況
の

確
認
を
行
い
ま
す
が
、
本
人
情
報
及
び
公

金
受
取
口
座
に
つ
い
て
は
確
認
済
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
こ
の
点
の

審
査
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

⑤�

自
治
体
は
金
融
機
関
へ
の
振
込
依
頼
を
行

い
ま
す
。
各
自
治
体
の
実
情
等
に
応
じ
、

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
内
で
振
込
依
頼
ま
で

デ
ジ
タ
ル
完
結
さ
せ
る
方
法
や
、
自
治
体

が
従
来
実
施
し
て
い
る
振
込
方
法
へ
の
接

続
、
具
体
的
に
は
振
込
依
頼
書
を
全
銀

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
形
で
出
力
す
る
方
法
を

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
く

メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
（
参
照

図
表
【
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
い
た
だ

く
メ
リ
ッ
ト
】）。

利
用
者
は
面
倒
な
申
請
書
類
の
記
載
や
通

帳
の
コ
ピ
ー
の
添
付
等
も
不
要
な
だ
け
で
は

な
く
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
で
通
知
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
、

申
請
状
況
の
確
認
も
ご
自
身
で
可
能
と
な
り

ま
す
。

ま
た
、自
治
体
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

・�

申
請
者
自
身
が
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
公
金

受
取
口
座
情
報
を
確
認
し
て
申
請
す
る
た

め
、
自
治
体
側
で
は
情
報
提
供
Ｎ
Ｗ
Ｓ
か

ら
の
公
金
受
取
口
座
情
報
の
取
得
が
不
要

と
な
る

・�

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
利
用
し
た
通
知
、
申

請
者
向
け
の
申
請
状
況
確
認
機
能
が
あ
る

こ
と
に
よ
り
、
申
請
者
か
ら
自
治
体
へ
の

問
合
せ
の
削
減
が
期
待
で
き
る

・�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
本
人
確
認
及
び

公
金
受
取
口
座
の
利
用
が
可
能
で
あ
り
、

登
録
し
た
リ
ス
ト
と
申
請
デ
ー
タ
の
突
き

合
わ
せ
を
シ
ス
テ
ム
で
自
動
的
に
実
施
で
き

る
た
め
審
査
時
間
が
大
幅
に
削
減
で
き
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
利
用
を
通
し
て
自
治
体
か
ら
い

た
だ
い
た
ご
意
見
よ
り
、
紙
で
申
請
さ
れ
た

利
用
者
の
情
報
を
一
元
管
理
で
き
る
機
能
や

そ
の
登
録
の
際
に
金
融
機
関
や
支
店
の
存
在

チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
機
能
を
追
加
す
る
な
ど
、

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

メ
リ
ッ
ト

メ
リ
ッ
ト

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支
援
も
対
象

対
策
の
四
つ
の
柱
の
う
ち
、「
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
物
価
高
騰
等
に
直
面
す
る
生

活
困
窮
者
等
へ
の
支
援
」
の
一
環
と
し
て

盛
り
込
ま
れ
た
の
が
、
コ
ロ
ナ
対
応
の
た

め
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
拡
充
だ
。

21
年
度
補
正
予
算
で
計
上
し
た
画
を
作
成

し
、原
則
と
し
て
７
月
29
日
ま
で
に
提
出
。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
国
が
各
自
治
体
の
交
付

限
度
額
の
範
囲
内
で
配
分
額
を
決
定
す

る
。国

の
第

国
の
第
３３
期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

期
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」

の
策
定

の
策
定

原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
応
分
と
し
て

措
置
し
た
臨
時
交
付
金
１
兆
円
の
う
ち
、

各
自
治
体
に
は
８
０
０
０
億
円
が
先
行
配

分
さ
れ
る
。
21
年
度
補
正
の
地
方
単
独
事

業
分
の
留
保
分
２
０
０
０
億
円
と
、
22
年

度
予
備
費
で
措
置
し
た
８
０
０
０
億
円
の

う
ち
６
０
０
０
億
円
を
活
用
す
る
形
と
な

る
予
定
。
こ
の
た
め
、
留
保
分
か
ら
の
２

０
０
０
億
円
は
、
地
方
単
独
事
業
分
と
同

様
の
扱
い
で
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
以
外
の
事
業
に
も
幅
広
く
活
用
可
能

従来の業務

給付準備 周知 / 案内 申請状況確認 / 紙書類での審査 紙伝票での振込

給付支援サービスを利用した業務 申請から給付までの
事務リードタイム圧縮

・マイナンバーカードで本人確認、公
金受取口座の利用が可能で、登録
したリストと申請データの突合をシス
テムで自動的に実施。申請者数やス
テータスをリアルタイムで表示

・ 金融機関連携サービスを用いて、スムーズな送金手続き。
起案や承認をサービス上で簡単に、銀行へ行かず操作完了
データ紛失リスクがゼロ

給付準備 申請状況確認 / 審査 オンライン振込
・ 情報提供NWSからの公金受取口
座情報の取得が不要
（申請者がマイナポータルの公金受
取口座情報を確認・申請）

・ 紙申請された情報も登録可能。金
融機関コード等のバリデーションチェッ
ク、申請情報の一元管理、振込
データの一括作成が可能

・ 振込データを出力し、自治体で決められた方法で振込処
理を行うことも可能

周知 / 案内

給付支援サービスを利用いただくメリット
本人確認の自動化、公金受取口座の活用で審査時間の大幅な削減を実現します。
（住民） 面倒な申請書類の記入が不要であり、通帳のコピー等添付書類も省略ができる

また、マイナポータル上で申請ステータスを確認できる（未申請、審査中、振込準備中、完了）
（自治体）本人が申請内容をデータで提供いただくことで、紙で受領した申請書の転記・再確認等は不要となり、システムを用いて審査業務を効率化できる

また、紙で受け取ったものの転記・再確認等もないため事務処理負担を大幅に削減することができる

・ マイナポータルを利
用した通知、申請者
向けの申請状況確認
機能により、お問合せ
の削減に

給付支援サービスの活用メリット

▲給付支援サービスを利用いただくメリット
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日
々
改
善
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
自

治
体
か
ら
の
案
内
チ
ラ
シ
の
ひ
な
形
を
出
力

す
る
機
能
等
の
必
要
な
機
能
の
追
加
開
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
よ
く
あ
る

質
問
と
し
て
、
料
金
体
系
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
か
ら
７
年
度
に
か
け
て
の

料
金
体
系
に
つ
い
て
は
、
図
表
（【
給
付
支

援
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
よ
く
あ
る
質
問
】）

に
あ
り
ま
す
と
お
り
、
導
入
費
用
、
基
本
料

金
、
利
用
料
の
３
つ
の
要
素
か
ら
構
成
さ
れ

ま
す
。
導
入
費
用
は
初
め
て
の
導
入
の
場
合

は
一
律
で
発
生
し
、
基
本
料
金
は
対
象
者
数

に
よ
り
、
利
用
料
は
利
用
期
間
に
よ
っ
て
変

動
し
ま
す
。
な
お
、基
本
料
金
は
給
付
ご
と
、

利
用
料
は
利
用
月
に
し
か
か
か
り
ま
せ
ん

の
で
、
た
と
え
ば
給
付
事
業
Ａ
の
終
了
後
し

ば
ら
く
し
て
給
付
事
業
Ｂ
が
発
生
し
た
場

合
、
そ
の
間
の
基
本
料
金
及
び
利
用
料
は
発

生
せ
ず
、
給
付
事
業
Ｂ
を
開
始
す
る
際
に
基

本
料
金
と
利
用
料
を
改
め
て
お
支
払
い
い

た
だ
く
と
い
う
形
に
な
り
ま
す
。
料
金
体
系

に
つ
い
て
は
今
後
も
自
治
体
の
ご
意
見
も

踏
ま
え
、
改
定
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

導
入
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
基
本
的
に
は
契
約
完
了
後
は
自
治
体

で
の
作
業
と
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
内
で

金
融
機
関
連
携
機
能
を
利
用
さ
れ
る
場
合

は
、
金
融
機
関
と
の
調
整
に
追
加
で
時
間

が
か
か
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
設
定
や
給
付
情
報
・
対
象
者
の

登
録
等
で
数
週
間
、
最
大
で
も
１
ヵ
月
程
度

で
す
。

国
の
令
和
６
年
度
予
算
で
措
置
さ
れ
た
物

価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
う
ち
、
令
和
６
年
度
低
所
得
世
帯
支
援

枠
等
の
交
付
対
象
事
業
（「
低
所
得
世
帯
支

援
事
業
」
及
び
「
不
足
額
給
付
事
業
」）
に

つ
い
て
は
、
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
が

可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
交
付
金
に
「
令

和
６
年
度
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
用
枠
」
を

設
け
、
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
初
め
て
利
用

す
る
自
治
体
に
対
し
て
は
導
入
料
金
、
基
本

料
金
及
び
利
用
料
金
を
支
援
（
過
去
に
本

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
場
合

は
、
基
本
料
金
及
び
利
用
料
金
を
支
援
）
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
利

用
期
間
が
３
ヵ
月
以
内
の
場
合
、
費
用
の
全

額
が
令
和
６
年
度
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
活
用

枠
に
係
る
交
付
金
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
検
討
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
体
系
と

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
体
系
と

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

交
付
金
を
活
用
し
た
給
付
支
援

交
付
金
を
活
用
し
た
給
付
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

サ
ー
ビ
ス
の
利
用

給付支援サービスに関するよくある質問
導入までの流れと期間について
契約を締結をしてからサービス利用開始までの期間は最長で1か月程度です。

 環境設定（ネットワーク設定、疎通確認等）
 ログイン
 基本情報の登録（ユーザーアカウント登録や給付基本情報等のマスタ登録）
 給付対象者登録（各自治体での対象者抽出後のファイルの登録）
※1 金融機関連携サービスを利用する場合は指定金融機関様との調整でさらに時間がかかる場合があります。

給付支援サービスについて

初期導入費と利用料について
給付支援サービスの利用料金は、以下の費用の合計額（税別）となります。

 導入費用︓458,400円（新規利用自治体は必須）
 基本料金︓240,000円から（給付対象者数によって変動）
 利用料︓30,000円（月額）
 オプション料金（説明会、金融機関連携）

※2 初期導入費は一度お支払いいただき、事前準備の方法等について自治体内で情報共有いただければ、別給付も含め次回利用からは支払不要となります。

対象者数 導入費用 基本料金 利用料
（3か月） 費用合計

1000人以下の場合 458,400 240,000 90,000 788,400 
2001～3000人の場合 458,400 720,000 90,000 1,268,400 
9001～10000人の場合 458,400 2,400,000 90,000 2,948,400 
29001～30000人の場合 458,400 6,400,000 90,000 6,948,400 

（税別）

▲給付支援サービスに関するよくある質問
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令
和
５
年
度
に
福
岡
県
水
巻
町
、
佐
賀
県

鳥
栖
市
の
２
自
治
体
で
実
証
い
た
だ
い
た
の

ち
、
令
和
５
年
末
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
ま

す
「
新
た
な
経
済
に
向
け
た
給
付
金
・
定
額

減
税
」
の
中
で
90
の
自
治
体
に
ご
利
用
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
東
京
都
の
こ
ど
も
た

ち
へ
の
給
付
金
で
あ
る
０
１
８
サ
ポ
ー
ト
給

付
で
も
令
和
６
年
度
か
ら
ご
利
用
い
た
だ

き
、
令
和
７
年
度
も
継
続
し
て
ご
利
用
予
定

で
す
。

自
治
体
の
利
用
者
か
ら
も
使
い
勝
手
の
良

さ
に
つ
い
て
評
価
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
利
用
者
か
ら
の
満
足
度
も
高
く
、
半
数

以
上
が
５
分
以
内
に
申
請
を
終
え
ら
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
手
続
き
の
簡
単
さ
や
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
用
に
つ
い
て
も
高
く

評
価
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
（
図
表
【
自
治

体
・
申
請
者
の
評
価
】）。

各
自
治
体
に
お
い
て
は
、
限
ら
れ
た
人
員

で
の
各
種
業
務
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

特
に
経
済
対
策
等
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る

給
付
は
制
度
の
案
内
が
ぎ
り
ぎ
り
で
迅
速
な

対
応
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
急
に
は

サ
ー
ビ
ス
を
使
い
こ
な
せ
な
い
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
普
段
か

ら
発
生
す
る
事
務
に
お
い
て
ご
利
用
い
た
だ

く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
治

体
の
皆
さ
ま
か
ら
の
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
や

ご
相
談
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
そ
の
た
め
の

サ
ー
ビ
ス
の
ユ
ー
ス
ケ
ー
ス
を
増
や
し
た
り

必
要
な
機
能
の
追
加
や
改
善
を
行
え
る
仕
組

み
づ
く
り
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合
せ
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

利
用
者
か
ら
の
声

利
用
者
か
ら
の
声

お
わ
り
に

お
わ
り
に

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

【
令
和
７
年
度
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
申
込
】

https://form
s.offi

ce.com
/r/KqT0uLR

A
v9

【
不
足
額
給
付
の
た
め
の
算
定
ツ
ー
ル
利
用
申
込

（
６
月
30
日
ま
で
受
付
し
て
い
ま
す
）】

https://form
s.offi

ce.com
/r/tJjP

kruG
24 

※�

利
用
し
な
い
場
合
も
、
理
由
等
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の

回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
・
算
定
ツ
ー
ル
の
活
用
等

に
関
わ
る
お
問
い
合
わ
せ
】

https://form
s.offi

ce.com
/r/bPhKW

krJW
E

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

本
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
や
各
種
情
報
は
、

給
付
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

本
サ
ー
ビ
ス
の
概
要
、
各
種
お
知
ら
せ
、
申
込
方

法
、
操
作
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
よ
く
あ
る
質
問
等
を
掲

載
し
て
お
り
、
随
時
更
新
し
て
い
ま
す
。

https://services.digital.go.jp/benefits/

▲自治体・申請者の評価
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１
．
小
清
水
町
の
概
要

小
清
水
町
は
、
北
海
道
東
部
に
位
置
し
、

周
囲
は
北
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
東
は
斜
里
町

と
清
里
町
に
、
西
は
網
走
市
と
大
空
町
、
南

は
釧
路
管
内
弟
子
屈
町
に
接
し
て
お
り
、
総

面
積
は
２
８
６
・
89
㎢
、
人
口
は
４
、
３
７

３
人（
令
和
６
年
11
月
１
日
時
点
）で
す
。「
小

清
水
」
の
町
名
起
源
は
二
つ
の
由
緒
か
ら
定

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
一
つ
目
は
町
内
に
流

れ
る
ポ
ン
ヤ
ン
ベ
ツ
川
が
ア
イ
ヌ
語
で
ポ
ン

（
小
さ
い
）、
ヤ
ム
ベ
ツ
（
清
水
の
川
）
と
さ

れ
、
そ
の
ほ
と
り
に
小
清
水
市
街
が
で
き
た

こ
と
、
二
つ
目
は
、
当
時
県
道
沿
い
の
ポ
ン

ヤ
ン
ベ
ツ
川
付
近
に
湧
き
水
が
あ
り
、
き
れ

い
に
澄
ん
だ
冷
た
く
お
い
し
い
飲
み
水
と
し

て
旅
人
ら
に
親
し
ま
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
小
さ
な
清
水
の
名
を
取
っ
た
駅え
き

逓て
い

の
名

「
小
清
水
」
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

本
町
は
藻
琴
山
山
麓
下
部
の
な
だ
ら
か
な

丘
陵
地
帯
に
位
置
し
、
年
間
平
均
気
温
が
摂

氏
６
～
７
℃
前
後
と
亜
寒
帯
の
気
候
区
分
で

厳
し
い
自
然
環
境
下
に
あ
り
ま
す
。
寒
冷
地

作
物
で
あ
る
麦
類
・
ば
れ
い
し
ょ
・
て
ん
さ

い
を
中
心
に
野
菜
類
の
ほ
か
、
酪
農
や
畜
産

物
の
生
産
も
行
わ
れ
る
基
幹
産
業
を
農
業
と

す
る
北
海
道
有
数
の
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。
１

９
６
０
年
の
１
１
、
５
１
７
人
を
ピ
ー
ク
に

人
口
は
減
少
を
続
け
、
当
然
に
生
産
人
口
も

減
少
。
そ
の
結
果
、
戸
あ
た
り
経
営
面
積
の

拡
大
と
と
も
に
農
業
機
械
が
大
型
化
さ
れ
、

現
在
は
大
規
模
畑
作
経
営
が
展
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
沿
い
に
広
が
る
小

清
水
原
生
花
園
を
は
じ
め
標
高
１
、
０
０
０

ｍ
の
藻
琴
山
、
北
海
道
内
最
大
級
の
渡
り
鳥

（
日
本
全
国
で
見
ら
れ
る
野
鳥
の
約
半
数
３

▲防災拠点型複合庁舎「ワタシノ」の外観（令和5年５月２８日供用開始）

北海道

小清水町

小こ

清し

水み
ず

町ち
ょ
う

北
海
道

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
、
そ
し
て

「
未
来
へ
と
つ
づ
く
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て
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０
０
種
）
の
中
継
地
で
あ
る
濤と
う

沸ふ
つ

湖こ

を
有
す

る
ほ
か
、
緯
度
が
高
い
こ
と
か
ら
本
州
で
は

１
、
５
０
０
～
２
、
５
０
０
ｍ
の
高
さ
に
ま

で
行
か
な
い
と
見
ら
れ
な
い
亜
高
山
帯
が
、

２
５
０
～
１
、
０
０
０
ｍ
エ
リ
ア
で
確
認
で

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
植
物
の
生

育
が
縦
に
凝
縮
さ
れ
た
海
・
山
・
湖
の
自
然

環
境
を
活
か
し
た
「
未
来
へ
と
つ
づ
く
ま

ち
」
に
向
け
地
方
創
生
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。　

２
．
地
方
創
生
へ
の
第
一
歩

地
方
創
生
へ
の
取
組
の
一
歩
と
し
て
、
関

係
（
交
流
）
人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
、
自
然

を
堪
能
で
き
る
藻
琴
山
や
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
の
聖
地
で
あ
る
濤
沸
湖
と
い
っ
た
貴
重

な
観
光
資
源
を
活
か
す
た
め
、平
成
30
年
春
、

道
東
初
と
な
る
モ
ン
ベ
ル
ス
ト
ア
と
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
複
合
と
な
っ
た
観
光
拠
点

施
設
の
オ
ー
プ
ン
を
機
に
、
ア
ウ
ト
ド
ア
分

野
で
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
株
式
会
社　

m
ont-bell

と
包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
ア

ウ
ト
ド
ア
活
動
等
の
促
進
を
通
じ
て
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。
令
和
元
年

か
ら
例
年
６
月
に
網
走
市
と
共
同
で
オ
ホ
ー

ツ
クsea to sum

m
it

を
開
催
し
、
全
国
か

ら
多
く
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
く
な
ど
、
平

成
３
年
の
１
０
０
万
人
か
ら
平
成
27
年
の
20

万
人
ま
で
減
少
し
て
い
た
原
生
花
園
・
濤
沸

湖
エ
リ
ア
の
観
光
客
が
、
令
和
5
年
に
は
60

万
人
弱
ま
で
回
復
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
包
括
連
携
協
定
を
機
に
、
本

町
の
ま
ち
づ
く
り
に
賛
同
い
た
だ
い
た
さ
ま

ざ
ま
な
民
間
企
業
と
地
方
創
生
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、

設
計
事
業
者
を
除
き
４
社
の
民
間
事
業
者
と

定
期
的
な
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
、
令
和
5

年
５
月
に
供
用
開
始
に
至
っ
た
、
防
災
拠
点

型
複
合
庁
舎
「
ワ
タ
シ
ノ
」
が
あ
り
ま
す
。

３
．
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
の
出
会
い

防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎
「
ワ
タ
シ
ノ
」
の

具
体
は
後
に
触
れ
る
と
し
て
、
こ
の
「
ワ
タ

シ
ノ
」
の
機
能
と
し
て
に
ぎ
わ
い
と
防
災
を

持
た
せ
、「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
概
念
を

取
り
入
れ
ま
し
た
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
は
、「
日
常
時
」と「
非

常
時
」
と
い
う
２
つ
の
社
会
状
況
（
フ
ェ
ー

ズ
）
か
ら
自
由
（
フ
リ
ー
）
に
な
り
、
日
常

の
生
活
（
い
つ
も
）
を
豊
か
に
す
る
モ
ノ
が
、

非
常
時
（
も
し
も
）
に
お
い
て
も
役
立
て
ら

れ
る
よ
う
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
と
い
う
防
災
に

ま
つ
わ
る
新
し
い
考
え
方
の
こ
と
で
、
一
般

社
団
法
人
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
協
会　

代
表
理

事　

佐
藤
唯
行
氏
の
発
案
・
提
唱
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

本
町
と
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
と
の
出
会
い

は
、
老
朽
化
し
た
役
場
庁
舎
改
築
の
検
討
時

で
す
。
改
築
検
討
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

た
株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス
か
ら
（
一
社
）

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
協
会　

佐
藤
代
表
理
事
を

ご
紹
介
い
た
だ
き
、
過
疎
化
が
進
む
市
中
の

活
性
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
、
非
常
時

に
は
住
民
が
逃
げ
込
め
る
機
能
を
フ
ェ
ー
ズ

フ
リ
ー
の
考
え
方
を
も
と
に
検
討
し
て
い
く

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

４
．防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎「
ワ
タ
シ
ノ
」

防
災
拠
点
型
複
合
庁
舎
「
ワ
タ
シ
ノ
」
は
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
や
洪
水
等

の
災
害
が
発
生
し
た
際
に
も
機
能
を
維
持

し
、
避
難
生
活
を
ス
ト
レ
ス
な
く
支
援
す
る

施
設
と
な
る
よ
う
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え

方
を
取
り
入
れ
て
設
計
し
て
お
り
ま
す
。
ま

ず
、
建
物
は
地
震
に
対
す
る
耐
力
を
高
め
る

強
固
な
構
造
を
持
ち
、
建
物
の
入
り
口
は
３

か
所
用
意
す
る
こ
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
等
の
感
染
症
対
策
と
し
て
人
の
導
線
確

保
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
非
常

時
の
防
災
対
策
本
部
設
置
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
よ
り
迅
速
な
避
難
者
対
応
等
が
行

▲モンベルストアが併設された小清水ツーリストセンター

▲�小清水の大地をイメージした「ワタシノ」のじゃが
いもストリート
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え
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

庁
舎
の
改
築
は
、
平
成
30
年
に
発
生
し
た

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
43
時
間
に
及

ぶ
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
に
見
舞
わ
れ
、
ど
ん
な

状
況
を
迎
え
て
も
住
民
が
安
全
安
心
に
過
ご

せ
る
よ
う
な
施
設
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お
り
、
検
討
に
あ

た
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
民
間
事
業
者
と
の
意

見
交
換
等
か
ら
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
に
出
会

い
、
日
頃
使
い
慣
れ
た
施
設
が
非
常
時
に
は

で
き
る
限
り
日
常
の
生
活
を
提
供
で
き
る
施

設
に
な
る
よ
う
そ
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
施

設
と
し
て
お
り
ま
す
。　

ま
た
、
施
設
の
暖
房
は
温
泉
熱
を
利
用
し

て
お
り
、
本
町
は
同
熱
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
等
の
教
育
施
設
や
福
祉
施
設
、
農
業

用
ハ
ウ
ス
等
の
暖
房
に
利
用
す
る
な
ど
地
域

資
源
を
有
効
活
用
し
て
お
り
ま
す
。

「
ワ
タ
シ
ノ
」は
、市
中
の
活
性
化
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
再
生
を
目
的
と
し
た
住
民
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
「
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
空
間
」

を
併
設
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
こ
れ
ま

で
用
事
の
あ
る
場
合
に
し
か
利
用
さ
れ
な

か
っ
た
役
場
を
、
い
つ
も
利
用
さ
れ
て
い
る

場
所
に
役
場
が
あ
る
」と
い
っ
た
も
の
に
し
、

こ
の
施
設
が
い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き
る

施
設
と
な
る
よ
う
整
備
い
た
し
ま
し
た
。
施

設
に
は
こ
れ
ま
で
町
に
な
か
っ
た
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
ジ
ム
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
に
加
え
、

い
つ
で
も
利
用
可
能
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ペ
ー
ス
と
カ
フ
ェ
機
能
を
設
け
、
開
業
以

来
、
町
内
外
問
わ
ず
多
く
の
方
に
利
用
い
た

だ
き
、
令
和
５
年
の
に
ぎ
わ
い
空
間
の
利
用

者
は
１
３
、７
５
５
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
は
会
員
制
で
す
が
約
３
０
０

名
、
利
用
者
は
延
べ
１
２
、
７
２
０
人
で
、

だ
れ
で
も
利
用
で
き
る
カ
フ
ェ
の
利
用
者
は

１
１
、
９
７
９
人
、
コ
イ
ン
ラ
ン
ド
リ
ー
の

延
べ
回
転
数
は
９
２
、
１
５
０
回
と
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
は
各

種
団
体
の
方
も
含
め
自
由
に
活
用
で
き
、
ま

た
、
職
員
と
の
打
合
わ
せ
や
最
近
で
は
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
非
常
時
に
は
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ジ

ム
は
避
難
場
所
、
カ
フ
ェ
は
簡
易
な
炊
き
出

し
の
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
整
備
し

て
い
ま
す
。

「
ワ
タ
シ
ノ
」
の
隣
接
地
に
は
小
清
水
赤

十
字
病
院
が
あ
る
ほ
か
、
町
と
包
括
連
携
協

定
を
結
ん
だ
株
式
会
社
サ
ッ
ポ
ロ
ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
ー
の
店
舗
を
令
和
６
年
11
月
に
オ
ー

プ
ン
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
同
社
と
は
住

民
の
生
活
利
便
性
向
上
は
も
と
よ
り
災
害
時

に
は
生
活
物
資
等
の
供
給
を
行
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
と
し
て
お
り
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

日
常
は
商
品
と
し
て
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る

物
が
、
非
常
時
に
は
災
害
物
資
と
し
て
供
給

い
た
だ
け
る
ま
ち
の
備
蓄
倉
庫
と
し
て
活
躍

い
た
だ
け
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
住
民
の
日
常
生
活
が
こ
れ
ま

で
よ
り
豊
か
に
な
る
よ
う
進
め
、
非
常
時
に

も
機
能
等
が
役
立
つ
と
い
っ
た
フ
ェ
ー
ズ
フ

リ
ー
の
考
え
方
を
各
所
で
取
り
入
れ
、
11
月

10
日
に
供
用
開
始
し
ま
し
た
認
定
こ
ど
も
園

▲「ワタシノ」オープニングセレモニーの様子（じゃがいものくす玉）

▲会員制フィットネスジム

▲いつでもだれでも利用可能なコミュニティスペース

▲24時間利用可能なコインランドリー
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「
に
じ
い
ろ
」
に
お
い
て
も
、
日
常
時
の
開

放
的
な
空
間
が
非
常
時
に
は
園
児
の
状
況
等

が
見
渡
し
や
す
い
空
間
と
な
る
な
ど
工
夫
を

凝
ら
し
て
い
ま
す
。

５
．
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
な
ま
ち
づ
く
り

「
ワ
タ
シ
ノ
」は
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
ア
ワ
ー

ド
２
０
２
４
（
令
和
６
年
９
月
28
日
東
京
大

学
駒
場
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
）
事
業
部
門

で
「
シ
ル
バ
ー
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
が
、

審
査
員
よ
り
「
用
事
が
な
け
れ
ば
行
く
こ
と

の
な
い
庁
舎
、
そ
こ
に
自
然
と
人
が
集
う
。

こ
れ
ま
で
の
概
念
を
一
新
す
る
斬
新
な
取

組
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
、
こ
の
施
設
の

機
能
と
コ
ン
セ
プ
ト
が
客
観
的
に
評
価
さ
れ

た
こ
と
は
率
直
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
り
ま

す
。

本
町
は
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
現
在

策
定
中
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総

合
戦
略
に
そ
の
視
点
を
盛
り
込
む
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。
地
方
創
生
の
取
組
を
よ
り
一

層
進
め
る
う
え
で
防
災
だ
け
に
備
え
る
の
で

は
な
く
、
住
民
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
が
非
常
時
に
役
立
て
る
よ
う
に

す
る
こ
と
で
、
結
果
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
の
考
え
で
あ

り
ま
す
。

フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
は
お
金
を
か
け
て
行
う

も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
だ
れ
も
が
取
組
や

す
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
防
災
拠
点
型
複
合

庁
舎
建
設
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の

人
口
減
少
も
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
「
コ

ン
パ
ク
ト
な
庁
舎
で
よ
い
」
と
い
っ
た
住
民

の
お
声
も
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
普
段
の
生

活
が
豊
か
に
な
る
機
能
が
非
常
時
に
は
前
述

し
た
機
能
と
し
て
役
立
つ
と
い
っ
た
フ
ェ
ー

ズ
フ
リ
ー
の
考
え
方
を
伝
え
る
こ
と
で
、
住

民
の
皆
さ
ま
か
ら
の
異
論
も
な
く
、
整
備
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
は
、
町
民
ア
プ
リ
「
Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｍ

Ｏ
」
を
構
築
し
、
町
の
情
報
配
信
は
も
と
よ

り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
の
申
込

み
や
公
金
納
付
を
可
能
と
す
る
行
政
手
続
の

デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
、
時
代
に
即
し
た
住
民
の

利
便
性
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

Ｋ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
ｉ
Ｍ
Ｏ
は
会
員
登
録
を
行
う
こ
と

で
ス
ム
ー
ズ
な
行
政
手
続
を
行
え
る
だ
け
で

は
な
く
、
構
築
中
の
公
共
施
設
の
予
約
・

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
機
能
に
よ
っ
て
非
常
時
の
避

難
所
受
付
に
活
か
せ
る
よ
う
考
慮
し
て
お

り
、
デ
ジ
タ
ル
で
も
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
視
点

で
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

６
．�

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
・
住
み

た
い
ま
ち

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
、
さ
ら
に
は
限

ら
れ
た
財
政
状
況
で
の
施
策
形
成
な
ど
解
決

す
べ
き
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、「
住

民
が
幸
せ
を
感
じ
、
笑
顔
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」、
そ
し
て
「
未
来
へ
と

つ
づ
く
ま
ち
」
を
め
ざ
す
中
で
、
い
つ
起
こ

る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
に
も
強
い
ま
ち
づ
く

り
に
お
い
て
「
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
」
の
概
念

は
、
常
日
頃
非
常
時
に
各
施
策
が
役
立
て
る

の
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
自
然
と

防
災
に
対
す
る
意
識
向
上
に
つ
な
が
る
も
の

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
町
の
フ
ェ
ー
ズ
フ
リ
ー
の
取
組
は
、
ま

だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
非
常
時

に
重
要
と
な
る
「
共
助
」（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）

を
再
生
し
、多
く
の
方
が
住
み
続
け
ら
れ
る
・

住
み
た
い
ま
ち
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　北
海
道
小
清
水
町　

総
務
課　

細
川　

正
彦

▲PHASE FREE AWARD2024 受賞式の様子

▲町民アプリ「KOSHiMO」利用者画面
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全
国
的
に
共
通
性
の
あ
る
政
策
法
務
に

焦
点
を
当
て
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す

る
「
法
務
特
別
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
５
ヵ

所
で
、
ま
た
、
各
地
域
の
課
題
解
決
に
役

立
つ
政
策
法
務
に
焦
点
を
当
て
、
個
別
の

条
例
や
判
例
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す
る

「
法
務
実
務
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
を
全
国
６

ヵ
所
で
開
催
し
ま
す
。

自
治
体
法
務
に
精
通
し
た
講
師
に
よ

る
、
市
区
町
村
の
職
員
、
議
員
の
皆
さ
ま

の
法
務
能
力
の
向
上
に
役
立
つ
実
践
的
な

講
義
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

１
　
日
程
及
び
会
場

【
法
務
特
別
セ
ミ
ナ
ー
】10

時
～
16
時
45
分

開
催
日

会　

場

令
和
7
年

７
月
8
日
（
火
）

～
７
月
9
日
（
水
）
東
京
都
千
代
田
区
：

全
国
町
村
会
館
※

７
月
29
日
（
火
）

～
７
月
30
日
（
水
）
京
都
市
：

京
都
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス

８
月
27
日
（
水
）

～
８
月
28
日
（
木
）
松
山
市
：

愛
媛
県
中
予
地
方
局

庁
舎

11
月
11
日
（
火
）

～ 

11
月
12
日
（
水
）
さ
い
た
ま
市
：

全
電
通
埼
玉
会
館
※

11
月
18
日
（
火
）

～ 

11
月
19
日
（
水
）
兵
庫
県
芦
屋
市

本
庁
舎
東
館

※
東
京
及
び
さ
い
た
ま
開
催
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
（
ラ
イ
ブ
配
信
及
び
見
逃
し
配
信
）

あ
り
。

【
法
務
実
務
研
究
セ
ミ
ナ
ー
】

10
時
～
16
時
45
分

開
催
日

会　

場

令
和
7
年

７
月
15
日
（
火
）

～
７
月
16
日
（
水
）

盛
岡
市
：

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ギ
ャ
ラ
リ
ー
リ
リ
オ

10
月
8
日
（
水
）

～ 

10
月
9
日
（
木
）

札
幌
市
：

Ｔ
Ｋ
Ｐ
札
幌
ビ
ジ
ネ

ス
セ
ン
タ
ー
赤
レ
ン

ガ
前

10
月
15
日
（
水
）

～ 

10
月
16
日
（
木
）
宮
崎
市
：

宮
崎
県
庁
防
災
庁
舎

10
月
22
日
（
水
）

～ 

10
月
23
日
（
木
）
佐
賀
市
：

佐
賀
県
庁
新
館

12
月
９
日
（
火
）

～ 

12
月
10
日
（
水
）
松
江
市
：

島
根
県
自
治
研
修
所

令
和
８
年

１
月
20
日
（
火
）

～
１
月
21
日
（
水
）
さ
い
た
ま
市
：

全
電
通
埼
玉
会
館
※

※
さ
い
た
ま
開
催
は
、オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
（
ラ

イ
ブ
配
信
及
び
見
逃
し
配
信
）
あ
り
。

２
　
受
講
料
（
教
材
費
・
税
込
）

賛
助
会
員
２
、
０
０
０
円　

非
賛
助
会
員
４
、
０
０
０
円

３
　
お
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム

�h
ttp

s://k
rs.b

z/rilg
/m

/rilg
_

sem
inar

４
　
問
合
せ
先

一
般
財
団
法
人
地
方
自
治
研
究
機
構　

研
修
部

電
話　

０
３

－

５
１
４
８

－

０
６
６
２

E-m
ail

koshu@
rilg.or.jp

５
　
そ
の
他

詳
細
は
、
機
構
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト http://

w
w

w
.rilg.or.jp/htdocs/003.htm

l 

を

ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令和７年度「法務能力向上のための特別実務セミナー」の開催令和７年度「法務能力向上のための特別実務セミナー」の開催
～苦手な法務もこれで解決！変化に即応できる自治体職員・議員のための短期集中セミナー～

自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
あ
た
り
、
具
体

的
に
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
戸
惑
っ
て
い

る
自
治
体
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
自
治

体
に
求
め
ら
れ
る
各
種
行
政
手
続
等
の
住

民
と
の
接
点
（
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
）
の
窓

口
業
務
改
革
へ
の
取
組
や
、内
部
事
務（
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
）
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
あ
る
標

準
化
法
に
基
づ
く
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
へ
の
取
組
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
確
保
・
育
成
へ
の
取
組
に
焦
点
を
当

て
た
「
自
治
体
Ｄ
Ｘ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
、
最
新
の
情
報
等
に
よ
り
自
治
体

Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
具
体
的
な
手
法
を
解

説
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
の
前
提
と
し

て
必
要
な
現
場
に
お
け
る
業
務
プ
ロ
セ
ス

改
革
の
実
践
的
手
法
を
学
ぶ
た
め
、「
自

治
体
Ｄ
Ｘ
業
務
改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
セ
ミ
ナ

ー
」
を
２
日
間
で
開
催
す
る
こ
と
と
し
、

こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
を
総
務
省
と
共
同
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

１
　
受
講
対
象
者

主
に
、
地
方
公
共
団
体
の
情
報
政
策
担

当
以
外
の
各
行
政
部
門
の
職
員

２
　
各
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
日
等

（１）
自
治
体
Ｄ
Ｘ
基
礎
セ
ミ
ナ
ー

◆
会
場
・
日
程

①
及
び
②
は
東
京
都
千
代
田
区　

全
国

都
市
会
館
、
③
及
び
④
は
全
国
町
村
会
館
に

お
い
て
開
催
、
並
び
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

①
６
月
17
日
（
火
）
13
時
～
17
時　

マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用
セ
ミ
ナ
ー

②
６
月
18
日
（
水
）
13
時
～
17
時　

基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行
セ
ミ
ナ
ー
１

③
９
月
25
日
（
木
）
13
時
～
17
時　

デ
ジ

タ
ル
人
材
の
確
保
・
育
成
セ
ミ
ナ
ー

④�

11
月
27
日
（
木
）
13
時
～
17
時　

基
幹
業

務
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
移
行
セ
ミ
ナ
ー
２

◆
講
　
師

総
務
省
・
デ
ジ
タ
ル
庁
担
当
官
、
総
務

省
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
先
進
取

組
自
治
体
等

◆
内
　
容

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
上
で
必
要
と

な
る
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
へ
の
取
組
と

し
て
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
利
活
用

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
、
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
改

革
へ
の
取
組
と
し
て
「
基
幹
業
務
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
移
行
セ
ミ
ナ
ー
」
を
２
回
開

催
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
人

材
の
確
保
・
育
成
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

最
新
情
報
に
よ
る
解
説
や
先
進
自
治
体

の
取
組
事
例
に
よ
り
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
取
組

に
必
要
な
知
識
を
習
得

（２）�
自
治
体
Ｄ
Ｘ
業
務
改
革
（
Ｂ
Ｐ
Ｒ
）
セ

ミ
ナ
ー　

13
時
～
17
時

◆
会
場
・
日
程

東
京
都
千
代
田
区
・
全
国
町
村
会
館
に

お
い
て
開
催
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

令
和
7
年
６
月
11
日（
水
）

～
６
月
12
日（
木
）

◆
講
　
師

民
間
事
業
者
、
先
進
取
組
自
治
体

◆
内
　
容

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
分
析
を
行
う
た
め
に

は
業
務
の
可
視
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
た

め
、
業
務
フ
ロ
ー
図
（
Ｂ
Ｐ
Ｍ
Ｎ
＝
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ロ
セ
ス
・
モ
デ
リ
ン
グ
表
記
法
）
が
持

つ
意
味
や
作
成
へ
の
取
り
組
み
方
等
の
分

か
り
や
す
い
解
説
、
先
進
自
治
体
の
取
組
事

例
か
ら
、
現
場
に
お
け
る
業
務
改
革
の
実
践

的
手
法
を
習
得
（
２
日
間
で
開
催
）

３
　
受
講
料
：
無
料

４
　
お
申
込
専
用
フ
ォ
ー
ム
：

�https://krs.bz/rilg/m
/rilg_sem

inar2

５
　
問
合
せ
先
：
一
般
財
団
法
人
地
方

自
治
研
究
機
構　

研
修
部

電
話　

０
３

－

５
１
４
８

－

０
６
６
２

E-m
ail

koshu@
rilg.or.jp

６
　
そ
の
他
：
詳
細
は
、
機
構
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト http://w

w
w

.rilg.or.jp/htdocs/ 
003.htm

l

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

令和７年度「自治体DX推進セミナー」の開催について令和７年度「自治体DX推進セミナー」の開催について
～自治体DXを具体的に推進するための情報政策担当職員以外の職員を対象とした実践的セミナー～
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秋
田
県
美
郷
町
は
今
月
か
ら
、
テ
レ
ビ
の
デ
ー

タ
放
送
で
広
報
情
報
を
伝
え
る「
テ
レ
ビ
回
覧
板
」

の
運
用
を
始
め
た
。
秋
田
朝
日
放
送
（
Ａ
Ａ
Ｂ
）

の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
る
。
県
内

で
の
導
入
は
湯
沢
市
、
男
鹿
市
に
次
い
で
３
自
治

体
目
。

町
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
使
い

こ
な
せ
な
い
人
に
も
広
く
迅
速
に
情
報
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
、
操
作
が
比
較
的
容
易
な
テ
レ
ビ
回
覧

板
の
導
入
を
決
め
た
。
１
日
に
町
役
場
で
記
者
会

見
が
開
か
れ
、
松
田
知
己
町
長
は
「
降
雨
時
期
に

は
防
災
関
係
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
時
期
に
は
イ
ベ
ン

ト
関
係
の
情
報
と
い
う
よ
う
に
そ
の
時
々
に
合
っ

た
情
報
を
発
信
す
る
。
町
民
が
参
加
し
や
す
く
、

ま
た
危
機
管
理
に
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
運
用

し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

Ａ
Ａ
Ｂ
の
森
田
良
平
社
長
は
「
町
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
正
確
か
つ
迅
速
に
情
報
を
得
ら
れ
る
身

近
な
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
話
し
た
。

テ
レ
ビ
回
覧
板
は
Ａ
Ａ
Ｂ
を
視
聴
し
た
状
態
で

リ
モ
コ
ン
の
「
ｄ
ボ
タ
ン
」
を
押
す
と
左
側
に
表

示
さ
れ
る
。
上
下
ボ
タ
ン
で
項
目
を
選
択
し
、
左

右
ボ
タ
ン
で
ペ
ー
ジ
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
。
防

災
や
イ
ベ
ン
ト
、
子
育
て
な
ど
７
分
野
の
最
大
20

項
目
が
表
示
さ
れ
、
画
面
の
上
部
に
あ
る
項
目
ほ

ど
町
が
優
先
的
に
お
知
ら
せ
し
た
い
内
容
と
な
っ

て
い
る
。
県
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
で
あ

れ
ば
、
ど
こ
か
ら
で
も
閲
覧
で
き
る
。

�

（
秋
田
魁
新
聞
・
２
０
２
５
年
４
月
2
日
）

丹
波
山
中
生
に
80
万
円 

卒
業
時
移
住
親
子

定
住
促
す�

（
山
梨
県
丹
波
山
村
）

山
梨
県
丹
波
山
村
は
中
学
生
が
い
る
世
帯
を
対

象
に
、
中
学
卒
業
時
に
最
大
80
万
円
支
給
す
る

「
村
就
学
就
労
応
援
基
金
」
を
始
め
た
。
進
学
、

就
職
に
よ
る
新
生
活
の
準
備
資
金
と
し
て
活
用
し

て
も
ら
う
。
村
内
の
在
住
期
間
が
長
い
ほ
ど
支
給

額
が
増
え
る
こ
と
か
ら
、
山
村
留
学
制
度
で
移
住

し
た
親
子
の
定
住
促
進
に
よ
る
人
口
減
対
策
も
見

込
む
。

村
教
委
に
よ
る
と
、
村
内
に
は
高
校
が
な
く
、

中
学
生
は
卒
業
後
、
進
学
や
就
職
の
た
め
１
人
暮

ら
し
を
始
め
る
こ
と
が
多
い
。
実
家
か
ら
通
学
す

る
場
合
も
交
通
費
が
負
担
と
な
る
た
め
、
基
金
を

設
立
し
た
。

小
学
１
年
か
ら
中
学
３
年
ま
で
の
間
、
村
が
子

ど
も
１
人
に
つ
き
年
８
万
円
を
積
み
立
て
て
、
中

学
卒
業
時
に
支
給
す
る
。
子
ど
も
が
９
年
間
住
ん

だ
場
合
は
８
万
円
加
算
す
る
。
積
立
金
に
は
村
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
を
活
用
す
る
。

村
は
県
内
自
治
体
で
最
も
人
口
が
少
な
く
、
１

月
に
は
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
人
口
が
初
め
て

５
０
０
人
を
下
回
っ
た
。
村
は
人
口
減
少
対
策
と

し
て
、
山
村
留
学
制
度
を
活
用
し
、
親
子
を
受
け

入
れ
て
い
る
。
現
在
、
小
学
生
13
人
の
う
ち
７
人

が
、
中
学
生
６
人
の
う
ち
５
人
が
制
度
を
利
用
し

て
村
内
に
住
ん
で
い
る
。

同
制
度
は
１
年
更
新
で
、
数
年
で
村
を
離
れ
る

家
庭
も
あ
る
と
い
う
。
今
回
の
基
金
設
立
で
、「
よ

り
長
く
村
に
住
ん
で
も
ら
い
、
人
口
減
を
食
い
止

め
る
効
果
も
期
待
し
て
い
る
」（
村
担
当
者
）
と

し
て
い
る
。

３
月
卒
業
の
中
学
生
が
い
る
世
帯
か
ら
支
給
を

始
め
た
。
基
金
設
立
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
実
施
し

て
き
た
、
村
内
に
住
民
票
の
あ
る
高
校
生
の
い
る

家
庭
に
月
２
万
円
を
支
援
す
る
制
度
は
廃
止
し

た
。
木
下
喜
人
村
長
は
「
村
に
住
ん
で
い
る
と
、

中
学
卒
業
時
の
出
費
が
一
番
多
い
。
ま
と
ま
っ
た

お
金
を
支
給
す
る
こ
と
で
家
計
を
支
え
つ
つ
、
よ

り
長
く
村
に
住
み
続
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
た
。

�

（
山
梨
日
日
新
聞
・
2025



年
4
月
3
日
）

Ａ
Ｉ
バ
ス
、
町
内
全
域
で
運
行　
地
震
被
災

の
石
川
・
志
賀�

（
石
川
県
志
賀
町
）

能
登
半
島
地
震
で
被
害
を
受
け
た
石
川
県
志
賀

町
は
１
日
、人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
用
い
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
出
発
式
を
開
い
た
。
町
内
全
域

を
対
象
と
し
、
住
民
か
ら
の
要
望
に
応
じ
て
最
適

な
ル
ー
ト
を
解
析
し
て
運
行
す
る
。
被
災
後
も
人

口
流
出
が
続
き
利
用
者
減
少
や
人
手
不
足
が
加
速

す
る
中
、
住
民
の
新
た
な
移
動
手
段
と
し
て
期
待

さ
れ
る
。

町
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
13
路
線
を
Ａ
Ｉ

乗
り
合
い
バ
ス
に
置
き
換
え
る
。
利
用
者
は
会
員

登
録
し
、
電
話
か
ア
プ
リ
で
出
発
地
と
目
的
地
の

停
留
所
、希
望
日
時
を
指
定
す
る
と
乗
車
で
き
る
。

運
行
は
午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
で
、
料
金
は
大

人
２
０
０
～
３
０
０
円
。

志
賀
町
の
稲
岡
健
太
郎
町
長
は
出
発
式
で
「
震

災
の
さ
な
か
で
道
の
状
況
も
悪
い
中
、
出
発
で
き

て
う
れ
し
く
思
う
。
町
民
に
親
し
ま
れ
る
バ
ス
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
第

１
便
に
乗
車
し
た
町
民
の
寺
口
優
美
子
さ
ん
（
73
）

は
「
行
き
も
帰
り
も
予
約
で
き
、
時
間
を
有
効
に

使
え
て
と
て
も
助
か
る
」
と
話
し
た
。

Ａ
Ｉ
バ
ス
の
導
入
で
運
行
す
る
車
両
を
半
減
さ

せ
る
な
ど
効
率
化
を
推
進
。
従
来
は
乗
り
換
え
が

必
要
だ
っ
た
停
留
所
間
で
直
接
の
行
き
来
が
可
能

に
な
る
な
ど
、
町
民
の
利
便
向
上
に
つ
な
げ
る
。

町
は
昨
年
の
地
震
以
前
か
ら
人
口
減
が
続
い
て

い
る
。
導
入
の
経
緯
に
つ
い
て
、
町
の
担
当
者
は

「
今
後
も
バ
ス
利
用
者
の
増
加
は
見
込
め
な
い
。

燃
料
な
ど
の
コ
ス
ト
高
も
影
響
し
、
既
存
の
バ
ス

路
線
維
持
は
困
難
だ
っ
た
」
と
説
明
し
て
い
る
。�

�

（
共
同
通
信
・
２
０
２
５
年
４
月
１
日
）

大
規
模
災
害
発
生
時　
道
の
駅
利
用
で
協
定　

徳
島
県
板
野
町
と
四
国
地
整
局

�

（
徳
島
県
板
野
町
）

徳
島
県
板
野
町
と
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備

局
は
、
大
規
模
災
害
発
生
時
に
復
旧
作
業
な
ど
を

行
う
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
（
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―Ｆ
Ｏ
Ｒ

Ｃ
Ｅ
）
の
活
動
拠
点
と
し
て
、
同
町
の
道
の
駅
い

た
の
を
使
用
す
る
協
定
を
結
ん
だ
。
同
様
の
協
定

締
結
は
県
内
市
町
村
で
は
初
め
て
。

協
定
で
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
災
害

発
生
時
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ
―Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
が
同
駅
の
一
部

を
拠
点
と
し
、
同
町
な
ど
で
被
害
状
況
の
調
査
や

復
旧
活
動
を
行
う
。
同
駅
が
津
波
浸
水
域
外
に
あ

る
こ
と
や
、
備
蓄
倉
庫
な
ど
の
防
災
機
能
を
有
し

て
い
る
こ
と
か
ら
活
動
拠
点
に
選
ん
だ
。

3
月
28
日
に
同
駅
で
締
結
式
が
あ
り
、
玉
井
孝

治
町
長
と
豊
口
佳
之
局
長
が
協
定
書
に
調
印
し

た
。
玉
井
町
長
は
「
災
害
発
生
時
、
国
交
省
と
迅

速
な
連
携
を
行
う
こ
と
で
住
民
の
安
全
安
心
に
つ

な
げ
た
い
」
と
話
し
た
。

�

（
徳
島
新
聞
・
２
０
２
５
年
４
月
４
日
）

美
郷
町
で「
テ
レ
ビ
回
覧
板
」の
運
用
ス
タ
ー

ト　
デ
ー
タ
放
送
で
広
報
情
報
、
県
内
３
自

治
体
目�
（
秋
田
県
美
郷
町
）

https://47gyosei.jp/

本
コ
ー
ナ
ー
の
記
事
は
施
策
立
案
に

も
役
立
つ
　
「
４７
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」の

許
諾
を
受
け
て
掲
載
し
て
い
ま
す

町
村

か
わ
ら
版
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多
可
町
は
、
平
成
17
年
に
多
可
郡
の
旧

３
町
（
中
町
・
加
美
町
・
八
千
代
町
）
が

合
併
し
て
誕
生
し
、本
年
（
２
０
２
５
年
）

は
町
制
20
周
年
と
い
う
大
き
な
節
目
を
迎

え
ま
し
た
。

本
町
は
兵
庫
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
人
口
約
１
９
、
０
０
０
人
と
小
さ
い

町
で
す
が
、
田
畑
、
森
林
に
囲
ま
れ
た
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
何

よ
り
も
、
温
か
く
親
切
な
住
民
の
皆
さ
ま

が
、多
可
町
の
最
大
の
魅
力
で
す
。
ま
た
、

神
戸
・
大
阪
・
京
都
と
い
っ
た
大
都
市
へ

車
で
90
分
程
度
と
い
う
「
ち
ょ
う
ど
い
い

田
舎
」
と
し
て
、
近
年
移
住
者
も
増
え
、

新
し
い
店
舗
や
民
泊
施
設
も
多
数
オ
ー
プ

ン
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
地
域
の
特
性
か
ら
生
ま
れ
た

世
界
に
誇
る
３
つ
の
発
祥
を
持
つ
ま
ち

で
す
。

ま
ず
１
つ
目
、
酒
米
の
最
高
峰
「
山
田

錦
」
発
祥
の
ま
ち
で
す
。
昭
和
11
年
、「
山

田
穂
」
と
「
短
稈
渡
船
」
の
交
配
に
よ
り

誕
生
し
た
「
山
田
錦
」
は
、
全
国
の
酒
造

り
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
す
。
母
と
な
る

「
山
田
穂
」
は
、
中
区
東
安
田
（
旧
東
安

田
村
）
の
山
田
勢
三
郎
翁
が
発
見
し
た
も

の
で
あ
り
、「
山
田
錦
発
祥
の
ま
ち
」
と

し
て
の
誇
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
平
成
18

年
に
は
自
治
体
と
し
て
全
国
初
の
「
日
本

酒
で
乾
杯
の
町
」
を
宣
言
し
、
令
和
7
年

に
は
「
兵
庫
の
酒
米
『
山
田
錦
』
生
産
シ

ス
テ
ム
」
が
日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
貴
重
な
財

産
を
未
来
へ
と
つ
な
い
で
い
き
ま
す
。

２
つ
目
は
、
手
漉
き
和
紙
「
杉
原
紙
」

発
祥
の
ま
ち
で
す
。
杉
原
紙
は
、
日
本
最

古
の
手
漉
き
和
紙
の
１
つ
で
、
奈
良
時
代

か
ら
伝
わ
る
伝
統
工
芸
で
す
。
加
美
区

（
旧
杉
原
谷
村
）
で
生
ま
れ
、
丈
夫
で
白

く
美
し
い
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
は
公
文
書

や
高
級
な
書
物
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
も
職
人
の
技
に
よ
っ
て
受
け
継

が
れ
、
町
内
の
小
学
校
で
は
卒
業
証
書
を

杉
原
紙
で
作
る
な
ど
、
こ
ど
も
た
ち
が
そ

の
伝
統
を
学
ぶ
機
会
も
大
切
に
し
て
い
ま

す
。
貴
重
な
伝
統
文
化
を
今
後
も
守
り
続

け
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
最
後
に
、
国
民
の
祝
日
「
敬
老

の
日
」
発
祥
の
ま
ち
で
す
。
昭
和
22
年
、

八
千
代
区
（
旧
野
間
谷
村
）
で
始
ま
っ
た

「
と
し
よ
り
の
日
」
が
全
国
に
広
ま
り
、

昭
和
41
年
に
は
国
民
の
祝
日
「
敬
老
の

日
」
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
本
町
で

は
、
敬
老
会
や
絵
画
展
を
開
催
し
、
平
成

28
年
に
は
「
敬
老
文
化
」
の
ま
ち
宣
言
を

し
ま
し
た
。
今
後
も
高
齢
者
を
大
切
に
す

る
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
地
域
全
体
で
支
え

合
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
20
年
間
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
力
強

い
支
え
と
と
も
に
、
多
く
の
課
題
に
向
き

合
い
、
変
化
と
成
長
を
遂
げ
て
き
ま
し

た
。
少
子
高
齢
化
、
人
口
減
少
、
自
然
災

害
へ
の
備
え
な
ど
、
地
方
が
直
面
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て
、私
た
ち
は「
地

域
の
強
み
」
を
活
か
す
こ
と
で
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。令

和
７
年
4
月
、い
よ
い
よ
生
涯
学
習

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ザ
（
愛
称
：
『A

sm
ile

（
あ
す
み
る
）』）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

愛
称
『
あ
す
み
る
』
に
は
、
明
日
の
ス
マ

イ
ル
（
笑
顔
）
の
た
め
に
、
明
日
を
見
据

え
て
学
ん
だ
り
集
ま
っ
た
り
す
る
拠
点
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

新
た
な
交
流
と
学
び
の
拠
点
は
、
町
民
の

皆
さ
ま
が
と
も
に
集
い
、
生
涯
に
わ
た
る

学
び
を
深
め
る
場
で
あ
り
、
地
域
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
拠
点
と
な
る
施

設
で
す
。

『
あ
す
み
る
』
で
は
、
生
涯
学
習
講
座

や
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
多
可
町
の
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た

ち
が
夢
を
育
む
と
と
も
に
、
多
様
な
世
代

が
自
由
に
交
流
し
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
な
が
ら
新
た
な
活
動
を
生
み
出
す
場

と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

町
制
20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
改
め
て
感
じ
ま
す
の
は
「
人
の

つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
で
す
。
本
町
発
展

の
原
動
力
は
、
何
よ
り
も
町
民
の
皆
さ
ま

の
温
か
さ
と
、
地
域
を
良
く
し
よ
う
と
い

う
強
い
思
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
に
お
い
て
も
、「
人
」
が
主
役
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
あ

す
み
る
』
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
拠
点

を
活
用
し
な
が
ら
、
住
民
の
皆
さ
ま
と
と

も
に
、
多
可
町
の
未
来
を
築
い
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

20
年
間
の
歩
み
に
感
謝
し
、
こ
れ
か
ら

も
本
町
が
一
人
ひ
と
り
に
と
っ
て
「
住
み

た
い
」「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
町

で
あ
る
よ
う
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合

わ
せ
、
よ
り
良
い
未
来
を
め
ざ
し
て
歩
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

未
来
を
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り

　
―
町
制
20
周
年
の
節
目
に
寄
せ
て
―吉よ

し

田だ

　
一か

ず

四し

兵
庫
県
多た

可か

町
長
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